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福祉施策の新たな展開についてお知らせします。

事　業　名 概　　　　　要 開始予定月 お問い合わせ

障 害 者 計 画

知的障害者更正施設改築

精神障害者授産施設新築

現在の計画（平成10年度〜14年度）を見直し
新たな計画（平成15年度〜19年度）を策定します。

野菊寮の改築費に助成します。

やまいも工房の新築費に助成します。

４月

10月

５月

放 課 後 児 童 教 室 神山小学校放課後児童教室を開設します。 10月
児童福祉課
８２−４１２４

児童福祉課
８２−４１２４

長寿介護課
８３−１４６３

長寿介護課
８３−１４６３

放課後児童教室、時間延長 市内、全教室で、午後7時までの時間延長と、土曜日も開きます。

介 護 保 険 事 業 計 画 現在の計画（平成12年度〜平成16年度）を見直し、
第2期計画（平成15年度〜平成19年度）を策定します。

４月

４月

高齢者保健福祉計画 現在の計画（平成12年度〜平成16年度）を見直し、平成15年度〜平成19年度
の計画を策定します。

４月

健康推進課
８２−１１１１乳 幼 児 医 療 費 補 助 5才未満児の通院、未就学児の入院患者一部負担金のうち、自己負担金を差し

引いた額の医療費を助成します。
４月

健康推進課
８２−１１１１肝炎ウイルスの検診 基本健康診査に、項目を追加し希望者に実施します。 6月〜7月

社会福祉課
８２−４２３８

社会福祉課
８２−４２３８
社会福祉課
８２−４２３８

平成14年　6月定例会、市長提出議案　　会期6/13〜6/20　8日間

報　　　　　　　告
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補正額2億5,000万円の増額で予算総額314億3,700万円です。

歳出は、財政調整基金へ2億5,000万円、社会福祉基金等へ132万8

千円が主なものです。

歳入は、法人市民税1億円、利子割交付金1億4,864万円、社会福祉

への寄付金などの増額が主なものです。

○平成１３年度一般会計補正予算（第5号）

個人市民税における、株式譲渡益に係る申告不用の特定の創設

個人市民税所得割、均等割の非課税限度額の引き上げ

○市税賦課徴収条例の一部を改正する条例制定

地方税法の附則の一部条項の廃止に伴い、条項を繰り上げる

○都市計画税条例の一部を改正する条例制定

上場株式等に係る、譲渡損失の繰越控除ができる

○国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

補正額8億9,200万円で予算総額292億7,200万円です。
歳出は、・神場南土地区画整理用地取得費（16,558.43㎡）6億9,476万

円
　　　　・秩父宮記念公園エントランス棟整備費1億1,992万円
　　　　（平成11年度〜17年度総事業費22億7千万円）
　　　　・広域行政組合負担金としてRDF問題解決のため弁護士3名分

　の法律指導業務委託等450万8千円などの増額が主なものです。
歳入は、神場南土地区画整理用地売払収入6億9,476万円
　　　　財政調整基金繰入金1億9,723万円等です。

○平成１4年度 一般会計補正予算

基金に属する現金を歳計現金に操り替えて運用できるようにした。

（ペイオフ対策）

○国際交流基金条例の一部を改正する条例制定

農林漁業団体職員共済組合が厚生年金制度と統合されたための文言整理

○消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定

買収金額1,711,666,451円（71,351.75㎡）

買収の相手方　御殿場市小山町土地開発公社　理事長 斉藤　武雄

○神場南土地区画整理事業地内の用地の取得について

6月30日に任期満了となる、瀬戸 和海氏に代わり、

新たに杉本 喜三郎氏（昭和24年10月6日生、沼津市三園町13の22）

を選任した

○オンブズパーソンの選任について

新橋2084号線（新橋799番4地先〜）

竈3649号線〜3655号線（竈516番19地先〜）

○市道路線の認定

○30人以下学級の実現を求める意見書

国民の負担増を抑制し、薬価の引き下げなど諸施策を講じ、安心し

て医療にかかれる制度とするよう要望

○医療制度改革に関する意見書

中小金融機関の金融上の支障を解消し、地域経済を活性化させるた

め金融アセスメント法を制定するよう要望

○金融アセスメント法の制定を求める意見書

法100条12項による、議員の派遣等を定めた。

○市議会会議規則の一部を改正する規則制定

○市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例制定

・土地取得では、御殿場市より委託を受けた駅前通り線用地30.65㎡を

　7,342,422円で取得した。

・土地処分では、御殿場市へ、①東部幹線道路用地115.98㎡ 11,193,389円

　②代替用地　8,397,092円　③神場南部企業団地用地31,415.34㎡ 

896,820,876円

　④駅前通り線用地7.71㎡2,125,866円　⑤社会福祉施設用地233.08㎡


67,916,986円

　を売却した。

小山町へ①音渕団地用地304.42㎡ 26,153,851円

　　　　②足柄地区診療所112.47㎡　8,077,608円

　　　　③役場駐車場　33.94㎡　2,343,392円を売却した

○平成13年度御殿場市小山町土地開発公社の経営状況（法243条の3第2項）

・有料入館者は、約143,330人、昨年度に比較し約15,700人、10%の減少

・当期未処分利益　11,926,326円の処分等について報告がありました。

○平成13年度御殿場温泉観光開発 ㈱
経営状況（法243条の3第2項）

14年2月4日、塵芥収集車による物損事故、賠償額200,687円

○専決処分（法180条1項）、損害賠償の額の決定（法180条2項）

①行政評価への取組み状況について

②ウルグアイチームのキャンプ日程について

○市議会全員協議会（4/22）

①し尿汲み取り料金改定について

②ごみ・環境月間キャンペーン実施事業について

③市営住宅ストック総合活用計画について

④水道事業基本計画について

○市議会全員協議会（5/20）

・市民会館、体育館、公園、駅前駐車場、秩父宮公園、緑地等事業について報

　告があった。

　収入決算額　426,944,901円

　支出決算額　426,784,663円

　次期繰越額　　   160,238円

○平成13年度財団法人御殿場市振興公社経営状況（法243条の3第2項）

・市道新設改良事業1,215万1, 379円。　　　・橋梁新設改良事業361万8,811円。

・交通安全施設等整備事業270万49円。　　 ・地方特定道路整備事業5,130万7,235円。

・東部幹線整備事業1,600万円。　　　　　  ・駅前通り線整備事業540万円。

以上6事業4億6048万7,539円の内、9,117万7,474円が物件移転に不測の日時を要した等の理由

で繰越されました。

○平成13年度一般会計予算事故繰越し繰越計算書（令１５０条３項）

基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用できるようにした。

（ペイオフ対策）

○ふるさと水と土の保全基金条例の一部を改正する条例制定

・庁舎別棟建設事業3億3,641万3千円。　　・庁内高度情報化推進事業3,000万円。

・放課後児童教室建設事業8,652万4千円。

・市道新設改良事業3,828万9千円。　　　  ・交通安全施設等整備事業9, 000万円。

・地方特定道路整備事業9,700万円。　　　・神場板妻線整備事業5,560万4千円。

・駅前広場整備事業1億300万円。　　　　 ・秩父宮記念公園整備事業800万円。

・南小改築事業4億6,384万円。　　　　　  ・ワールドカップ、キャンプ地誘致事業2,000万

円。

以上11事業、13億3516万9千円の内13億2867万円が14年度に繰越されました。

○平成13年度一般会計予算繰越明許費繰越計算書（令１４６条２項）


